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１．古賀市及び古賀駅の位置づけ 
 

■古賀市の位置 

・古賀市は福岡県の北西部に位置して

おり、福岡市の都心部との距離は約

15kｍで、福岡都市圏の 10％通勤圏

に属している。そのため、昭和 50 年

代以降は福岡市のベッドタウンと

して発展してきた。 

・市内のほぼ中央に、古賀 IC があり、

福岡・熊本方面～北九州・本州方面

を結ぶ広域交通の拠点となってお

り、周辺には工業団地の立地も多く

みられる。 

 

 

 

 

 

 
■古賀駅の現状 

【乗車人員】 

・古賀駅の乗車人員は 6,808 人

/日である。福岡県内の鹿児

島本線沿線上では博多への

アクセスや快速停車駅のた

め、乗車人員数は比較的多い

が、福津・宗像エリアと比べ

ると少ない。 

【バス路線】 

・古賀駅西口からは西鉄バスが

3 系統（約 15 本/日）、古賀駅

東口からは西鉄バスが１系統

（約 9 本/日）、市内の公共施

設を結ぶコガバスが１系統

（約 9 本/日）出ている。 

■開発余地としての古賀駅の位置づけ 

・福岡都市圏における鹿児島本線沿線の駅周辺については、ほぼ全てにおいて区画整理等の宅地開発が進んで

おり、新駅の設置が予定されている九大跡地の開発を除いて、駅周辺に低未利用地が残されているのは古賀

駅のみである。 

 

 

■古賀市の人口 

・古賀市全体の人口は近年では微増傾向にあり、令和元年時点で 59,444 人となっている。 

・将来推計では、2025 年ごろをピークに 2030 年以降は減少傾向を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 1-4 鹿児島本線沿線の駅周辺における整備状況 

図 1-2 人口・世帯数の推移 

（国勢調査：R1 は住民基本台帳） 

図 1-1 古賀市の位置 

図 1-3 将来推計人口 

（第 2期古賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

表 1-1 鹿児島本線の駅別乗車人員（令和元年） 
参考：博多-教育大前の 

駅別乗車人員（令和元年） 

資料４ 
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２．古賀駅周辺の現況 
 

■市街地形成の変遷 

・古賀駅は、明治 23 年（1890）に博多駅～赤間駅間に九州鉄道が開通したことに伴い開業。明治 33 年

（1900）頃の駅周辺は樹林地となっており、花鶴川（大根川）沿いに市街地が形成されている。 

・大正 8 年（1919）に日本調味料醸造株式会社（現ニビシ醤油株式会社）が創業。大正 14 年（1925）に

は博多湾鉄道（西鉄宮地岳線）の開通に伴い新古賀駅（西鉄古賀駅）が開業。市街地が鉄道沿線に拡大

している。 

・戦後は急速に宅地化が進むとともに、古賀駅の北側において機械・電機などの工場が集積し、昭和 46 年

（1971）には現在の市街地構造とほぼ同一の状態となっている。 

・翌年には、古賀町役場として現市役所が開館。その後昭和 60 年（1985）に中央公民館、平成 4 年（1992）

にサンリブ古賀、平成 6 年にサンフレア古賀など比較的大規模施設の整備が行われてきた。 

 

 
■古賀駅周辺の人口 

・古賀駅周辺の人口・世帯数を西口（天神 1 丁目、天

神 2 丁目）、東口（駅東 2 丁目、駅東 3 丁目、中央

2 丁目）に分けて見ると西口では、平成 17 年から

平成 27 年にかけて約 400 人増加しているが、東口

は人口世帯数ともにほぼ横ばいである。 

・平成 27 年時点の 3 世代別人口比率を見ると、西口、

東口ともに年少人口比率は変わらないが、東口の方

が高齢者の割合が４ポイント高くなっている。 

 

 

 
 

 

■古賀駅周辺の地価推移 

・古賀駅直近の路線価の推移を見ると、平成

27 年から平成 30 年にかけてやや上昇して

いるものの、平成 9 年時点の路線価に比べ

西口は約 3 割に、東口は約 6 割に減少して

いる。 

 

   

明治 33 年（1900） 昭和 26 年（1951） 

昭和 46 年

（1971） 

平成 9年（1997） 

図 2-3 古賀駅周辺の人口・世帯数の推移 図 2-4 古賀駅周辺の３世代別人口比率（H27） 

図 2-2 集計対象範囲 

図 2-5 古賀駅周辺の路線価の推移 

図 2-1 古賀駅周辺の市街地形成の変遷 
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■土地利用現況 

・東口周辺の大部分は工業用地であり、工業用地以外も未利用宅地（駐車場）によるスポンジ化になって

いる。また、公共公益施設用地（市役所、図書館、中央公民館）などが立地している。戸建ての住宅用

地を除き、比較的大規模な土地利用が多い。商業用地は少なく道路沿いにまばらに点在している。 

・西口周辺には、駅前及び国道 495 号沿道に商業用地の集積が見られる。天神二丁目は大規模商業施設

と工業用地、集合住宅などまとまった土地利用が多いが、天神一丁目は小規模な宅地と商業用地、未利

用宅地（駐車場）がまだら状に点在している。 

 

 
■公共施設等の立地と利用状況 

・東口周辺には、中央公民館、交流館、図書館、歴史資料館、市民体育館、市民グラウンドなどの公共施

設がまとまって立地しており、生涯学習ゾーンに位置づけられている。 

・生涯学習ゾーンに立地する施設の利用状況を見ると、交流館と図書館の利用者数は多いものの、市民グ

ラウンドや歴史資料館の利用者数は少ない。 

・平成 28 年（2016）に交流館がリニューアルされたことにより、増加傾向にあったがその後減少に転じ

ている。 

図 2-7 公共施設の立地状況 

図 2-6 土地利用現況図 

図 2-8 生涯学習ゾーンの利用状況 
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■公園の現況 

・古賀市では、「都市公園法に基づく都市公園及び公園施設の設置の基準を定

める条例」において、都市公園の市民一人当たりの敷地面積の標準を 10 ㎡

以上、市街化区域においては 5 ㎡以上と定めており、市内の市民一人当たり

の公園面積は不足しているが、市街化区域内では満たしている。 

・駅周辺には街区公園相当（0.25ha 以下）の都市公園が複数分布しているが、

標準的な誘致距離を付して分布を示すと、下図のとおり駅前周辺には公園が

不足していることがわかる。 

 

 人口 都市公園面積 一人当たり面積 

行政区域 59,658 人 48.8ha 8.18 ㎡ 

市街化区域 43,204 人 26.62ha 6.16 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※誘致距離は、「公園の配置住区基幹公園における誘致距離標準（廃止済）」を参考として

設定した。 

※古賀市の都市計画公園の公園種別と面積の関係については、都市公園法施行令に記載の公

園種別ごとの標準面積に対して、古賀市の公園面積では乖離があるため、実態に即する

ために、市の公園種別ではなく公園面積に基づき、各公園の誘致距離を設定した。 

 
■低未利用地の現況 

・東口周辺には、駅東二丁目を中心に、大規模な

駐車場が分布しているほか、既存の住宅地内に

小規模な住宅地がまばらに分布している。 

・西口周辺は、施設に付属する駐車場の分布が目

立つほか、天神一丁目の市街地内に虫食い状に

低未利用地が分布している。 

 

 

■道路の状況 

・古賀駅周辺の道路で幅員 12m 以上の道路は国

道 495号の一部と古賀駅西口へアクセスする古

賀停車場線のみである。 

・天神一丁目や駅東二丁目の既存住宅地内はほと

んどが幅員４ｍ未満の道路で構成されており、

道路基盤が脆弱である。 

 

 

図 2-10 低未利用地の分布状況 

表 2-1 古賀市における都市公園の整備状況 

図 2-9 都市公園の分布と誘致距離 

図 2-11 道路幅員現況 
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３．古賀駅周辺の現況のまとめと課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


